
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成27年５月１日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,610戸（＋126）人　口　12,393人（＋109）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,971人（＋87）
女　6,422人（＋22）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

篤志寄附（金一封） 井上　重徳（岡山市北区庭瀬）
香典返し（金一封） 日浦　義章（和田）　　足田　 献（加茂市場）
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毎月19日は食育の日６月は食育月間です。
　食べることは、生きるための基本であると同時に、心も豊かにしてくれるとても大切なことで
す。
　近年、偏った栄養摂取や朝食の欠食による食生活の乱れや肥満傾向の増加など、健康を取り巻
く環境が深刻化してきているため、乳幼児期からの規則正しい食生活習慣が重要となります。
　そのためにも、みんなで「食育」について、いま一度、一緒に考えてみませんか？

食育推進３つの柱

①人と人をつなぐ…家族で食卓を囲む「共食」（きょうしょく）によってさまざまな話題や会話が生まれ、
　　　　　　　　　　　家族の絆が深まります。

②健康な体を作る…栄養バランスのとれた食事をとり、規則正しい食生活を維持することが重要です。

③豊かな心を育む…伝統的な食文化を伝えつつ、地元の野菜を知り、食事の際に感謝する気持ちを持つ
　　　　　　　　　　 　ことが重要です。

★朝食は毎日食べますか★
100806040200

週5～6回食べる

朝食は食べない
週1～2回食べる
週3～4回食べる

毎日食べる

中学生
小学生

食育活動の取り組み

平成26年度子どもの食事アンケート調査より

92.2
87.5

1.6
0.4
2.3
0.6
2.7
1.4
5.5
5.3

朝食は1日を元気にスタートする
ためにも必要です。
脳が目覚めるためには炭水化物
（ごはん・パン等）を食べてね。

平成26年度食育推進ポスターコンクール作品展示

平成26年度も子どもたちが「食育」を
テーマにすばらしい絵を書いてくれま
した。
入賞作品の卓上カレンダーを官公庁、
学校等に置いていますのでぜひ見てく
ださい。

広 報

2015

vol.128
６
vol.128

主な記事
・P02～特集：平成27年度  当初予算が決まりました
・P08～役場からのお知らせ
・P23～インフォメーション

【御北公民館めばえ大学】
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■特　集 ■特　集

一般会計における歳入と歳出の構成比

民生費
23.5%

公債費
15.7%

総務費
17.1%

農林業費
12.3%

衛生費
7.8%

教育費
8%

土木費
8.2%消防費

3.5%

予備費
0.4%

歳出

民生費
162,237円
高齢者・障害者・児童の
福祉など

公債費
108,572円
借入金の返済

円

農林業費
85,135円

農林業・畜産の振興など

衛生費
53,690円

保健衛生・一般廃棄物処理など

教育費
54,880円
学校・公民館の運営など

土木費
56,841円

道路・河川・農業用施設
の整備など

消防費
24,393円

火災・災害の対応など

その他
26,079円
議会・観光振興・
災害復旧など

町民１人当たりの予算 689,627円
こんなふうに使われます　　

一般会計
●平成27年３月１日 現在　　人口　12,340人

総務費
117,800
地域振興・財産管理・
庁舎管理など

使用料及び手数料 1.1%

繰入金 2.7%

諸収入 1.1%
繰越金 1.2%

地方交付税
49.9%

国庫支出金
5.8%

県支出金
10.9%

町債
6.6% 町税

14.1%

地方譲与税 1.7%

方交 税

.9%

歳入

自主財源
22.2%

依存財源
77.8%

労働費 0.1%

商工費 2%

災害復旧費
0.1% 議会費

1.3%

寄付金 1.8%
財産収入 0.2%

株式等譲渡所得割
交付金 0.1%

配当割交付金 0.1%

地方消費税
交付金 2.4%

ゴルフ場利用税
交付金 0.1%

自動車取得税
交付金 0.2%

平
成
27
年
度

当
初
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
が
平
成
27
年
第
２
回
吉
備
中
央
町
議
会
定
例
会

（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
85
億
１
，０
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
た
に
県
の
補
助
金
を
受
け
て
民
間
保
育
所
の
施
設
整
備
や
企
業

誘
致
に
係
る
町
道
の
改
良
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
寄
附
金
事
業
を
通
し
て
米
づ
く
り
農
家
の
支
援
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
億
２
，０
０
０
万
円
（
３
・
９
％
）
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
町
税
が
前
年
度
当
初
比
３
・
５
％
増
の
11
億
９
，７
５
６
万
円
、
地

方
交
付
税
が
４
・
５
％
減
の
42
億
５
，０
０
０
万
円
、
県
支
出
金
が
19
・
２
％
増

の
９
億
２
，９
５
５
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
児
童
手
当
支
給
事
業
１
億
５
，３
４
５
万
円
、
保
育

園
運
営
事
業
（
民
間
委
託
分
を
含
む
）
３
億
４
，１
２
４
万
円
、
自
立
支
援
給

付
事
業
３
億
５
，６
８
４
万
円
、
町
道
新
設
改
良
事
業
３
億
３
，９
２
０
万
円
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
３
億
２
２
４
万
円
な
ど
で
す
。

　

当
町
の
歳
入
予
算
は
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借
り
入
れ
る
依
存
財

源
が
78
％
を
占
め
る
と
い
う
極
め
て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
財
政
状
況
に
あ
り
、
普
通
交
付
税

の
算
定
替
加
算
な
ど
、町
村
合
併
に
係
る
優
遇
措
置
も
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
歳
出
全
般
に
わ
た

る
抑
制
と
優
先
度
、
緊
急
度
等
を
勘
案
し
て
事
業
採
択
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
年
間
の
事
業
の
評
価
、
見
直
し
も
図
り
つ
つ
「
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ

く
り
」
と
し
て
、学
童
地
域
支
援
事
業
や
放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
大
・

充
実
、
民
間
保
育
園
の
施
設
整
備
助
成
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
ま
た
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
消
防
自
動
車
の
更
新
、
道

路
橋
梁
の
総
点
検
、
老
朽
橋
の
修
繕
等
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど

の
事
業
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
「
知
恵
と
財
源
」
の
確
保
を
図
る
た
め
前

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
寄

附
金
事
業
も
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特集

一般会計
60.7%

事業会計
29.9%

企業会計等
9.4% 当

初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移

111000
112000
113000
114000
115000
116000
117000
118000
119000
120000
121000

H23 H24 H25 H26 H27

※Ｈ26は決算見込み額、Ｈ27は予算額

万円

事業会計	 41億9,928万円
	 （対前年比　10.1％）

国民健康保険特別会計	 18億2,966万円
介護保険特別会計	 21億6,300万円
後期高齢者医療特別会計	 １億6,155万円
育英資金特別会計	 2,040万円
診療所特別会計	 2,400万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計	 67万円

企業会計等	 13億1,237万円
	 （対前年比　3.2％）

再生可能エネルギー事業特別会計	 9,300万円
簡易水道特別会計	 ４億6,100万円
下水道特別会計	 ２億1,800万円
農業集落排水事業特別会計	 １億4,260万円
上水道特別会計	 ３億9,777万円

一般会計　85億1,000万円 （対前年比　3.9％）

合  計　140億2,165万円（対前年比　5.6％）

歳
入
用
語
解
説

町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負�担金：老人措置負担金や農林業受益者分担金

など
使用料及び手�数料：町営住宅の家賃や幼稚園・保育園の保

育料、住民票など証明書の発行手数料などの
収入

繰　入　金：各種基金を取り崩して繰り入れるものなど
繰　越　金：前年度から繰り越される収入
地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分される

収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従って
国から町へ譲与されるもの

地方消費税交�付金：消費税の地方分を人口などをもとに国
から交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：�公共事業などを行うための財源として借り入

れた収入
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■まちの話題 まちの話題
　

近こ
ん

藤ど
う

亨と
お
る

さ
ん
（
小
森
）

が
、
旭
日
単
光
章
（
地
方

自
治
功
労
）を
受
章
さ
れ
、

４
月
30
日
、
町
長
室
に
お

い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
章
は
、
長
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
振
興
と

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
方
に
授
与
さ

れ
る
も
の
で
、
近
藤
さ
ん

は
昭
和
50
年
４
月
、
加
茂

川
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
62
年
４
月
ま
で

の
間
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
建
設
産
業
常
任
委

員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
員
と
し
て
の
良
識
と
愛
町
精
神
を
も
っ
て
、
豊

か
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
な
ど

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
内
金
融
機
関
か
ら
交
通
安
全
用
品
、
小
学
校
の
学
習
用

品
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
賀
陽
支
店
か
ら
交
通
安
全
用
品
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
銀
行
交
通
安
全
協
会
の
事
業
と
し
て
毎
年
町

へ
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、
４
月
８
日
、
町
長
室
に

お
い
て
同
銀
行
の
諏す

訪わ

支
店
長
が
来
庁
さ
れ
、
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
交
通
安
全
横
断
旗
50
本
と
夜
行
タ
ス
キ

１
０
０
本
は
、
歩
行
者
の
安
全
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
備
北
信
用
金
庫
か
ら
は
、
ノ
ー
ト
２
種
類
と
鉛
筆

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
学
習
用
品
に
つ
い
て
は
、
町
立
小
学
校

９
校
の
新
１
年
生
に
贈
ら
れ
、
授
業
等
の
学
習
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章（
地
方
自
治
功
労
）を
受
章

ト
マ
ト
銀
行
か
ら
交
通
安
全
用
品
が
、備
北
信

用
金
庫
か
ら
学
習
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

■特　集 ■特　集

　保育園（町立５園、私立１園）の運営、乳幼
児一時預かり保育の経費です。また、私立保育
園の整備も支援します。� 3億4,124万円

　高齢者、障害者の方で配食が必要な方に給
食を届けます。� 400万円

やさしさと希望あふれる
理
ふ る さ と

想郷づくり

　小学校の児童を放課後に預かる団体を支援
します。（８カ所）� 1,417万円

学童地域支援事業

　路線バスの運行を続けるために、バスの運
行会社に補助を行います。� 2,390万円

　町が認定した道路の草刈りに取り組んでい
ただいた集落へ助成します。� 650万円

　高校生の通学バスの定期券等の購入費を補助
し、バス利用の促進を図ります。� 1,560万円

路線バス運行維持対策事業

道路維持補助事業

高校生バス通学補助事業

　図書館（２館）を開放し、皆さんにご利用
いただきます。
� 1,296万円

図書館運営事業
　情緒的に不安定な児童などを支援するため
教育支援員を設置します。
� 550万円

小学校教育支援員設置事業（新規）

豊かな心を育む理
ふ る さ と

想郷づくり

　協定農用地を守るための活動を支援しま�
す。
� 3億224万円

中山間地域等直接支払交付金制度事業

　有害鳥獣による農作物等の被害防止のため
防護柵の設置助成、捕獲に対し補助金を交付
します。� 2,657万円

有害鳥獣対策・捕獲事業

活力と魅力あふれる理
ふ る さ と

想郷づくり

　ＵＩターン者、新規就業者、住宅取得者等
に対し、奨励金を交付し、移住定住に向けた
活動を展開します。また結婚支援事業にも取
り組みます。� 1,772万円

　まちづくりにご賛同いただける方から寄付
を頂き、まちづくりに参画していただくとと
もに、米作り農家を支援します。
� 1億5,185万円

協働のまちづくり寄付金事業 定住促進事業

いきいきと協働する理
ふ る さ と

想郷づくり

　都市部の人材を誘致し、まちの魅力の再発
見や、まちづくりの提案をいただきます。
� 1,481万円

　自治組織に対し、運営補助金を交付し、活
動を支援します。� 2,500万円

自治組織運営補助事業 地域おこし協力隊事業

快適で安全な
理
ふ る さ と

想郷づくり

　小、中学校に支援員を配置し、放課後等に
児童生徒の学習支援を行います。
� 76万円

放課後学習サポート事業
　有害鳥獣の出にくい環境づくりとして不要
木の除去等に対し助成します。
� 320万円

有害鳥獣緩衝帯整備事業（新規）

「22世紀の理想郷づくり」をめざして
～平成27年度の主な事業を紹介します～

ふ　る　さ　と

保育園運営事業

訪問型介護予防事業
夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た

　

３
月
25
日
、
賀
陽
庁
舎

に
お
い
て
、
夢
の
あ
る
町

定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま

し
た
。

　

山
本
町
長
が
「
明
る
く

活
気
の
あ
る
町
に
す
る
た

め
、
一
緒
に
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
定
住
者
に
感
謝
と
期
待

を
込
め
、
奨
励
金
を
贈
り

ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

田た

枝え
だ　

卓す
ぐ
る

さ
ん�

　
　
　
　

涼り
ょ
う

子こ

さ
ん
（
上
野
）

　

永な
が

岡お
か　

達た
つ

司し

さ
ん

　
　
　
　

裕ゆ

美み

さ
ん
（
豊
野
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

田た

枝え
だ　

卓す
ぐ
る

さ
ん
（
上
野
）

　

永な
が

田た　

眞ま

由ゆ

美み

さ
ん
（
吉
川
）

　

能の

勢せ　

理お
さ
む

さ
ん
（
高
谷
）

　

永な
が

岡お
か　

達た
つ

司し

さ
ん
（
豊
野
）

　

明あ
か

石し　

貴き

美み

代よ

さ
ん
（
湯
山
）

　

新し
ん

川か
わ　

勝か
つ

行ゆ
き

さ
ん
（
上
加
茂
）

　

土ひ
じ

方か
た　

尚ひ
さ

子こ

さ
ん
（
尾
原
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

石い
し

井い　

祥よ
し

己き

さ
ん
（
納
地
）

　

河か
わ

内う
ち　

智と
も

洋ひ
ろ

さ
ん
（
吉
川
）

●
就
業
奨
励
金

　

草く
さ

地ち　

弘く

美み

子こ

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

金か
な

島し
ま　

美み

紀き

さ
ん
（
豊
野
）

夢のある町定住奨励金交付者数
（平成26年４月～平成27年３月末現在）
結婚祝金 　　　　12組
Ｉターン奨励金 25世帯（78人）
Ｕターン奨励金 15世帯（33人）
就業奨励金 　　　　18人
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４
月
15
日
、
吉
川
西
山
地
内
に
あ

る
西
山
太
陽
光
発
電
所
で
吉
備
中
央

町
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
（
西
山

太
陽
光
発
電
所
）
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
有
地
の
有
効
活
用
と

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
目
的
に
町

が
事
業
主
体
と
し
て
２
・
８
ha
の
敷

地
に
、出
力
１
・
75
Ｍ
Ｗ
（
メ
ガ
ワ
ッ

ト
）
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し

た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
山
本
町
長
、
町
議
会
熱
田

議
長
、
町
議
会
草
地
博
之
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
に
よ
り

通
電
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
る
と
、発
電
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
電
事
業
で
得
ら
れ
た
収
益
は
、
少
子
化
対
策
や
定

住
促
進
な
ど
の
政
策
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
賀
陽
庁
舎
１
階
住
民
課
前
に
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し

て
お
り
、
同
発
電
所
の
発
電
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

４
月
18
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
平
成
27

年
度
の
自
治
組
織
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
区
長
、
住
民
会
長
、
町
議
会
議
員
１
２
４
名
の

参
加
の
も
と
、
冒
頭
で
は
山
本
町
長
か
ら
最
近
の
話
題
を
踏

ま
え
た
行
政
へ
の
協
力
依
頼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、そ
の
後
、

副
町
長
、
教
育
長
に
よ
る
主
要
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

４
月
14
日
、
第
４
回
町

長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
（
主
催
＝
吉
備
中

央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）
が
か
も
が
わ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ

れ
、町
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
愛
好
家
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
競
技

が
開
始
さ
れ
る
と
、
参
加

し
た
選
手
た
ち
は
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
元
気
に
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、上
位
３
名
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優
勝　
貝か

い

原は
ら　

勇い
さ
む（
宮
地
）

２
位　
杉す

ぎ

山や
ま　

英ひ
で

雄お

（
竹
荘
）

３
位　
砂さ

こ

田だ　

好よ
し

子こ

（
湯
山
）

　

４
月
19
日
、
第
24
回
吉
備
高
原
都
市
さ
ん
さ
ん
祭
り
（
主

催
＝
吉
備
高
原
都
市
夢
祭
り
実
行
委
員
会
）
が
、
吉
備
高
原

都
市
セ
ン
タ
ー
区
さ
ん
さ
ん
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
模
様
と
な
っ
た
当
日
は
、
吉
備
プ
ラ
ザ
内
に
臨
時
の
会

場
が
設
け
ら
れ
、
か
よ
う
浪
漫
太
鼓
や
吉
備
中
央
児
童
合
唱

団
な
ど
が
出
演
。
雨
に
も
負
け
な
い
迫
力
の
あ
る
演
奏
や
美

し
い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
山
県
警
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
の
演
奏
や
隊
員
に
よ
る
華
麗
な
ダ
ン
ス
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

屋
台
が
並
ぶ
「
食
の
市
」
で
は
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
カ
レ
ー
、

山
菜
お
こ
わ
な
ど
の
地
元
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
が
商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
観
光
協
会
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ン
ド

ク
ラ
フ
ト
が
体
験
で
き
る
お
も
し
ろ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
春
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
、
下
加
茂
の
旧
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
跡
地
に
吉

備
中
央
町
初
と
な
る
植
物
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
外
食
店
を
経
営
す
る
風
来
坊
グ
ル
ー
プ
（
倉
敷

市
新
田
）
が
農
業
公
園
等
を
整
備
す
る
た
め
、
町
が
牧
草
地

や
施
設
の
跡
地
を
有
償
で
貸
し
付
け
た
も
の
で
、
昨
年
３
月

に
町
と
跡
地
利
用
協
定
を
結
び
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

開
園
に
あ
た
り
、
山
本
町
長
が
「
雨
に
う
た
れ
て
も
美
し

い
こ
の
山
々
を
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
色
々
な
財
産
を
広
げ
て
吉
備
中
央
町
の
活
力
の

起
爆
剤
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　

園
内
に
は
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
と
い
っ
た
自
生
種
を

は
じ
め
園
芸
種
や
樹
木
、
約
５
０
０
種
類
の
植
物
が
植
え
ら

れ
、
散
策
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
園
期
間
は
３
月
～
12
月
で
開
園
時
間
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時（
夏
期
５
時
）。
入
園
料
は
大
人
５
０
０
円
、

中
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０
円
。
定
休
日
は
水

曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
山
太
陽
光
発
電
所
開
所
式

自
治
組
織
代
表
者
会
議

第
４
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

さ
ん
さ
ん
祭
り

「
天
空
の
王
国

�

き
び
の
森
植
物
園
」開
園

　

４
月
13
日
、ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
ツ
ー
ソ
ン
・

レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
招
聘
音
楽
祭
実
行
委
員
会

発
足
総
会
（
主
催
＝
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
実
行
委
員
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
ツ
ー
ソ
ン
市
の
「
ツ
ー
ソ
ン
・

レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
で
指
揮
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
田た

川が
わ

徹と
お
る

さ
ん
が
、
吉
備
中
央
町
出
身
で
倉
敷

ジ
ュ
ニ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い
る
安あ

ん

藤ど
う

律り
つ

子こ

さ
ん
に
師
事
さ
れ
て

た
こ
と
か
ら
、今
回
演
奏
会
の
開
催
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

会
に
は
、
町
内
の
有
志
や
吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
の
生

徒
約
40
名
が
参
加
。
発
起
人
の
1
人
で
あ
る
山や

ま

崎さ
き

誠ま
こ
と

さ
ん

（
北
）
が
発
足
ま
で
の
経
緯
や
企
画
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、
自
己
紹
介
や
役
員
の
選
出
、
規
約
に
つ
い
て
、
協
議
が

行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
10
月
の
演
奏
会
の
開
催
に
向
け
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
団
員
や
役
員
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
な
ど
に
つ
い

て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ツ
ー
ソ
ン・レ
パ
ー
ト
リ
ー・オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
招
聘
音
楽
祭
実
行
委
員
会
発
足
総
会
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !
（
当
日
相
談
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

６
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成27年６月25日（木）
午前９時～正午

会場 大和公民館 かもがわ総合
福祉センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
27
年
６
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
上
手
く
い
か
な
い
。

よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も
る
日
々
が

続
い
て
い
る
。
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

家
族
や
お
世
話
を
し
て
い
る
人
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

日
時　

平
成
27
年
６
月
５
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

会
場　

か
も
が
わ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※�

６
月
３
日
㈬
ま
で
に
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

※
へ
そ
っ
ぴ
ー
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

◎
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

日
時　

平
成
27
年
６
月
11
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

　

会
場　

か
も
が
わ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

内
容　

�

糖
尿
病
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の

講
話
を
行
い
ま
す
。

　

対
象　

�

町
内
在
住
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

講
師　

�
岡
山
大
学
病
院
認
定
看
護
師

　
　
　
　

料
冶
三
恵
先
生

※
電
話
等
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
27
年
６
月
２
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
27
年
６
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

心
の
健
康
相
談
会

い
き
い
き
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

「
犬
・
猫
」の
捕
獲
、「
猫
」の
被
害

の
対
策
に
つ
い
て
の
お
願
い
　

●
犬
の
捕
獲
に
つ
い
て

　

発
見
者
が
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に

直
接
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

犬
に
、鑑
札
や
注
射
済
票
が
あ
る
場
合
は
、

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
飼

い
主
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
猫
の
捕
獲
に
つ
い
て

　

猫
は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
に
お
い
て
、「
愛
護
動
物
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
町
で
は

捕
獲
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
む
や
み
に
猫
を
捕
ま
え
殺
す
こ
と

は
、
動
物
愛
護
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
動

物
愛
護
に
反
し
た
場
合
、
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
罰
則
規
定
は
、
飼
い
主
で
あ
る
か
否

か
は
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
罰
則
規
定
抜
粋

・�

愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
た
り
傷
つ
け

た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万

円
以
下
の
罰
金
。

・�

愛
護
動
物
に
対
し
、
み
だ
り
に
給
餌
又
は

給
水
を
与
え
ず
衰
弱
さ
せ
る
等
の
虐
待
を

行
っ
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
。

・�

愛
護
動
物
を
遺
棄
し
た
者
は
、
百
万
円
以

下
の
罰
金
。

●
猫
の
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

　

猫
は
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

猫
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
猫
の
被
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
ご
自
身
で
対
策
を
さ
れ

る
他
あ
り
ま
せ
ん
。
猫
が
近
寄
っ
て
く
る
原

因
を
知
り
、
近
寄
ら
な
い
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

『
猫
が
近
寄
っ
て
く
る
原
因
と

�

考
え
ら
れ
る
こ
と
』

①
エ
サ
を
食
べ
に
来
て
い
る
場
合

・�

責
任
を
持
っ
て
飼
う
つ
も
り
の
な
い
猫
に

エ
サ
を
や
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

生
ご
み
な
ど
が
食
い
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
、
猫
に
食
べ
ら
れ
そ
う
な
食
品
は
外

に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

飼
い
猫
は
、
屋
内
で
餌
を
や
り
、
屋
外
で

は
餌
を
や
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②�

ね
ぐ
ら
、
休
憩
場
所
、
ト
イ
レ
に
し
て
い

る
場
合

・�

猫
が
出
入
り
す
る
場
所
を
見
つ
け
、
ふ
さ

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

ご
み
減
量
化
協
力
団
体
報
奨
金
制
度

の
報
奨
金
額
が
変
わ
り
ま
し
た
！
　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
ご
み
減
量
化

協
力
団
体
報
奨
金
制
度
の
報
奨
金
額
が
、
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
３
円
か
ら
５
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
品
目
等
、
制
度
の

内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

【�

吉
備
中
央
町
ご
み
減
量
化
協
力
団
体
報
奨

金
制
度
に
つ
い
て
】

　

吉
備
中
央
町
が
推
進
す
る
ご
み
の
減
量
と

資
源
の
再
利
用
の
た
め
の
資
源
回
収
を
自
主

的
に
実
施
さ
れ
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
町

内
会
等
の
団
体
に
対
し
て
報
奨
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

【�

交
付
対
象
団
体
】
地
域
住
民
で
構
成
す
る

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
。

※�

ご
み
減
量
化
協
力
団
体
と
し
て
登
録
が
必

要
で
す
。

【�

対
象
品
目
】
再
生
資
源
回
収
業
者
が
買
い

上
げ
た
、
次
の
品
目
と
な
り
ま
す
。

　

�　

古
紙
類
、繊
維
類
、び
ん
類
、金
属
類
、

そ
の
他
有
価
物

※�

対
象
と
な
る
再
生
資
源
回
収
業
者
は
、
ご

み
減
量
化
事
業
参
加
業
者
と
し
て
届
出
が

必
要
で
す
。

【�

報
奨
金
額
】
再
生
資
源
回
収
業
者
が
買
い

上
げ
た
対
象
品
目
の
重
量
、
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
あ
た
り
５
円
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

ぎ
ま
し
ょ
う
。

・�

猫
が
や
っ
て
き
た
ら
、
大
き
な
音
で
驚
か

し
ま
し
ょ
う
。

・�

猫
が
嫌
が
る
ニ
オ
イ
（
柑
橘
類
の
皮
を
細

か
く
し
た
も
の
、
ど
く
だ
み
、
市
販
の
忌

避
剤
等
）
を
出
入
り
口
付
近
に
撒
き
ま

し
ょ
う
。

・�

出
入
り
口
や
猫
が
休
息
す
る
場
所
に
、
猫

が
嫌
が
る
も
の
（
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
、
目

の
細
か
い
網
、
角
の
あ
る
大
き
め
の
砂
利

等
）
を
敷
き
ま
し
ょ
う
。
水
を
ま
く
の
も

効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

③
メ
ス
猫
を
求
め
て
来
て
い
る
場
合

・
避
妊
手
術
を
行
え
ば
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

対
策
例
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
効
果
に
は

猫
に
よ
る
個
体
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
策

例
を
実
践
し
て
も
効
果
が
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

◎�

犬
の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
に
関

す
る
こ
と

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

◎�

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
取
り
や
、

犬
・
猫
の
飼
い
方
等
に
つ
い
て

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

－

７
２
４

－

９
５
１
２

「
子
育
て
推
進
課
」を

�

新
設
し
ま
し
た

人
事
異
動

　

町
で
は
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
一
体

的
な
提
供
や
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
日
本

一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
５
月

１
日
に
「
子
育
て
推
進
課
」
を
賀
陽
庁
舎
１

階
へ
新
設
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
推
進
課
で
は
教
育
委
員
会
事
務
局

が
所
管
し
て
い
た
幼
稚
園
関
係
事
務
を
移
管

し
、
保
育
園
関
係
事
務
と
合
わ
せ
て
次
の
事

務
を
行
い
ま
す
。

●
主
な
事
務
の
紹
介

・�

幼
稚
園
・
保
育
園
入
所
等
の
手
続
き
及
び

管
理
運
営

・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
子
育
て
支
援
事
業

　

�（
一
時
保
育
・
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
子
育
て

応
援
サ
イ
ト
等
）

・
に
こ
に
こ
出
産
祝
金

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

・
幼
保
一
元
化
の
検
討

・
障
害
児
自
立
支
援

・
そ
の
他
（
子
育
て
支
援
に
関
す
る
相
談
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

子
育
て
推
進
課　

子
育
て
推
進
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
８

　

子
育
て
推
進
課
の
新
設
に
伴
う
人
事
異
動

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

〈
平
成
27
年
５
月
１
日
付
〉

�

※
（　

�

）
は
旧
所
属

【
子
育
て
推
進
課
】

　

課　
　

長

　
　
　

片
山　

健
司
（
企
画
課
参
事
）

　

課
長
補
佐
（
子
育
て
推
進
班
長
）

　
　
　

石
井　

純
子
（
保
健
課
課
長
補
佐
）

　

主　
　

査

　
　
　

石
伊　

陽
子
（
保
健
課
主
査
）

　

主　
　

査

　
　
　

堀　
　

伸
博
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
査
）
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町内の医療機関を紹介します③ 大森歯科医院

住　　所●豊野85
電話番号●0866－54－1100
診療科目●歯　科
診 療 日●�月、火、水、金、土曜日
　　　　　　 9：00～12：00
　　　　　　14：00～19：00
　　　　　　（祝祭日は休診）

概　要
　昭和61年に開院して30年目を迎えました。
　２名のスタッフも地元出身で、長い間勤務してくれ
ているため、チームワーク抜群と自負しています。
　診療は、予約制ですが急患、新規患者の方は随時受
け付けています。また訪問診療も行っていますので、
お気軽にご連絡ください。

　皆さまご存知の「8020運動」を阻害する要因、歯をなく
す原因は虫歯と歯周病ですが、虫歯は早期治療、歯周病は定
期的な口腔清掃による予防が大切です。
　また残念ながら歯を失った場合でも義歯を装着し、きちん
と口で噛めるようにすることが健康につながります。
　“健康な歯は一生のたから”
です。歯に関することで気に
なることがありましたらお気
軽にご来院ください。
　これからも地域に根ざした
歯科医として皆さまの健康づ
くりのお役に立てるよう頑張
ります。

大森医師からひとこと

左から植杉洋美歯科助手、大森
康弘歯科医師、平松清美歯科衛
生士

児童手当の現況届出は６月中にお忘れなく
　児童手当制度は、児童を養育している方の家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担
う児童の健全な育成と資質の向上を目的に支給されます。
　児童手当を受給するためには、本年６月１日の状況を把握し、受給資格があるかどうかを確認するため「現
況届」の提出が必要となります。（現況届の提出がないと受給資格があっても、手当を受けられなくなります）
　※該当する方へ「現況届」の用紙を５月下旬に送付します。
　※次に該当する場合は、現況届に添付書類が必要です。
　　・請求者が被用者（会社員など）の場合　⇒　健康保険被保険者証の写しなど
　　・平成27年１月１日に吉備中央町に住民登録のなかった受給者
　　　　⇒　前住所地の市区町村長が発行する児童手当用の所得証明（平成26年分）
　　・児童が吉備中央町以外に住んでいる受給者　⇒　児童を含んだ世帯全員の住民票

　支給対象
　　・中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の児童を養育している方

　支給月額（一人につき）
　　・３歳未満は一律１５，０００円
　　・３歳以上小学生修了前は１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
　　・中学生は一律１０，０００円

　支 給 月
　　・原則として毎年６月、10月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。
　　　（例）６月の支給日には２月～５月分の手当を支給します。

【お問い合わせ先】　子育て推進課　子育て推進班　☎０８６６－５４－１３２８

あなたにもマイナンバー
社会保障・税番号制度 が始まります

　平成25年５月に、「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律（マイナンバー法）」が成立し、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入
が決定されました。
　町では、開始に向けて情報システムの改修等の準備を進めています。

　マイナンバー制度について
　マイナンバー制度は、住民票を有する全ての人に12桁の個人番号（以下「マイナンバー」を付番することで、
社会保障・税・災害対策の分野で皆さんの情報を正確に把握し、様々な場所に存在する同一人の情報である
ことを確認するために導入される全国共通の社会基盤制度です。

　　　制度全般に関するお問い合わせは、国のコールセンターをご利用ください。
　　　☎０５７０－２０－０１７８（全国共通ナビダイヤル）
　　　利用時間：午前９時30分～午後5時30分まで（土・日曜日、祝日は利用できません）

　マイナンバーの使い方
　国の行政機関や地方公共団体などで、年金や医療保険・雇用保険の手続き、生活保護、児童手当その他福
祉の給付、税の確定申告といった法律や条例で定められた事務に限りマイナンバーが利用されます。
　マイナンバー制度導入の効果
①町民の利便性の向上（面倒な手続きが簡単に）
　�　本人確認や所得などの情報が確認しやすくなるため、手続きに必要となる証明書などの添付書類の省略
や簡素化ができるようになり、申請時の負担が軽減されます。
②公平・公正な社会の実現（給付金等の不正受給の防止）
　�　所得や他の行政サービスの受給状況が把握しやすくなるため、負担を不当に免れたり、給付を不正に受
けたりすることを防止し、本当に困っている人にきめ細やかな支援を行うことができるようになります。
③行政の効率化（手続きが正確で迅速に）
　�　国の行政機関や地方公共団体などで、複数の業務の間での連携が進むことにより、照合・転記・入力な
どに要している時間や労力が大幅に削減されます。

【お問い合わせ先】　企画課　情報政策班　☎０８６６－５４－１３１４

　今後のスケジュール
　平成27年10月　「通知カード」の発行
　　　　　　　　　�町から12桁のマイナンバーを通知するカード

をお送りします。
　平成28年１月　�行政手続きで利用開始・「個人番号カード」�

の交付開始
　　　　　　　　　�社会保障・税・災害対策分野の行政手続きで

利用を開始します。また、希望者には申請に
より、個人番号カード（顔写真付きの ICカー
ド）が交付されます。

　平成29年１月　国と行政機関等の間で情報連携を開始
　平成29年７月　地方公共団体等においても情報連携を開始

個人番号カード〈イメージ〉

愛称：マイナちゃん

裏面

表面

　個人番号カードは、本人確認用の身分証
明書として利用できるほか、ｅ－ Tａｘな
どの各種電子申請を行うことができます。
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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業
（まち・ひと・しごと創生）に取り組みます

　急速な少子高齢化の進展や地方の人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集
中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保し、将来にわたって活力ある社会を維持していくた
め「まち・ひと・しごと創生法」が制定されました。
　この法に則り、それぞれの都道府県、市町村では、潤いのある豊かな生活を安心して営むことができ
る地域社会をつくること、地域社会を担う個性豊かで多様な人材の育成に、そして、地域における魅力
ある多様な就業機会の創出などを一体的に推進する「まち・ひと・しごと創生」に取り組むことになり
ました。
　町では、この法に規定する町の人口の現状と将来展望を提示する「地方人口ビジョンの策定」、今後５
か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめる「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に取り
組むとともに、国・県の交付金を受けて地域消費喚起・生活支援事業と地域活性化・地域住民生活等緊
急支援事業（町の総合戦略に組み込む予定の事業を先行実施するもの）についてお知らせします。

プレミアム付商品券発行事業（地域消費喚起・生活支援事業）
目　的●消費者の生活支援、町内商工業の振興、地域経済の活性化を図ります。
概　要●�登録いただいた町内の商店や事業所で利用いただける12,000円分の商品券（500円の商品券24枚

つづり１セット）を10,000円で販売し、町民皆さんにご利用いただくものです。
　　　　�商品券の販売は、役場賀陽庁舎（協働推進課）、吉川支所、大和支所、加茂川総合事務所、井原

出張所と吉備中央町商工会で、平成27年６月１日～10月30日まで行います。ご利用いただける
期限は、平成27年11月15日までです。なお、購入はお一人10セット（100,000円）までとさせて
いただきます。

お問い合わせ先●協働推進課　商工観光班　　　　　　　　☎0866－54－1301
　　　　　　　　吉備中央町商工会　本部（豊野１－１）　　☎0866－54－1062

吉備中央町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業（地方創生先行型事業）
目　的●�国・県の総合戦略を勘案しつつ、吉備中央町の地域特性を生かしながら、人口減少問題を克服

し、当町が持続的に発展するための道筋を示す「吉備中央町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定します。

概　要●�町民皆さんや外部有識者等の意見聴取、専門的な調査を基に「地方人口ビジョン」、「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定します。

お問い合わせ先●企画課　総合政策班　　☎0866－54－1314

観光振興事業（地方創生先行型事業）
目　的●�農家民宿の経営を支援することで、都市と農村の交流人口の増加を促します。
概　要●�農家生活や農業体験・自然体験等を提供するため「農家民宿」を開業し、実施する組織や農家

を支援します。
　　　　・宿舎等整備費補助金（対象経費の１／２）　上限30万円／戸

お問い合わせ先●協働推進課　商工観光班　　☎0866－54－1301

移住・定住促進事業（地方創生先行型事業）
目　的●�町外への若者の流出を防ぎ、町への新しい人の流れをつくるため、移住・定住を促進する助成

制度を設けるとともに、空き家の活用を促進する助成金等を創設します。

概　要●�①住みたいまち定住奨励金
　　　　　・町が指定する公共分譲地に住宅を新築する場合　　70万円／戸
　　　　　・民間賃貸住宅への入居奨励金（最長24ヶ月）　　　１万円／月
　　　　　・若者への就業奨励金　　　　　　　　　　　　　　５万円／人
　　　　　・Ｕターン、Ｉターン者への奨励金
　　　　　　交付対象者のみの場合…３万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
　　　　　　交付対象者以外に同居者がいる場合
　　　　　　　　　　　　　　　　…５万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
　　　　　　※転入日において中学生以下の子どもがいる場合は子１人につき３万円を加算
　　　　　・結婚祝金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５万円／夫婦
　　　　②空き家リフォーム補助金
　　　　　・�賃貸又は購入の契約が成立した空き家をリフォームする場合の経費総額に3/10を乗じた金

額を補助（上限50万円／戸）
　　　　③空き家活用促進奨励金
　　　　　・空き家登録奨励金　　　　　　　　　　　　　　　１万円／所有者
　　　　　・空き家成約奨励金　　　　　　　　　　　　　　　３万円／所有者

お問い合わせ先●定住促進課　定住促進班　　☎0867－34－1116

少子化対策事業・にこにこ出産祝金事業（地方創生先行型事業）
目　的●�人口減少の要因である人口の自然減を抑制するため、子育て世帯の第２子以降の出産に対し出

産祝金を支給するもの。

概　要●�出産日前６ヶ月以上町内に住所を有し、出産後も新生児とともに引き続き10年以上町内に定住
する意思を有する養育者に出産祝金を支給します。（ただし、受給資格者及び生計を一にする方
が町税等を滞納している方は受給できません。）

　　　　　・第２子……10万円　　　第３子……… 50万円
　　　　　・第４子……80万円　　　第５子以降…100万円

お問い合わせ先●子育て推進課　子育て推進班　　☎0866－54－1328

少子化対策事業・産前・産後子育て支援事業、すこやか応援パック支給事業
（地方創生先行型事業）

目　的●�安心して妊娠・出産・子育てができる環境整備のため、産前産後の子育て家庭に支援員を派遣し、
家事・育児等の必要なサービスを提供することで、身体的・精神的負担の軽減を図ります。また、
新生児が誕生した家庭に、お祝いとして育児用品を支給します。

概　要●�産前・産後の家庭に支援員を派遣し、家事・育児等の軽減や育児等の悩みの解消を図るとともに、
新生児誕生のお祝いとして、おむつやおしりふきといった育児用品を贈ります。

お問い合わせ先●保健課　地域保健班　　☎0866－54－1326
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

平成27年４月から
「吉備中央町住みたいまち定住奨励金制度」がスタート
　この制度は、吉備中央町への若者の定住を促進し、町の担い手の確保を図りつつ、明るく活気にあふれる
吉備中央町を築くことに寄与することを目的として奨励金等を交付する制度です。
　なお、本制度の施行に伴い、これまでの「吉備中央町夢のある町定住奨励金制度」により認定された住宅
取得奨励金及び平成26年１月１日から平成27年12月31日までに住宅を取得された方（ただし、吉備高原都市
又はハートフルタウンの分譲地に住宅を新築した場合は除く）については、「夢のある町定住奨励金制度」
による交付が受けられます。
　また、夢のある町定住奨励金制度の申請期限の要件（２年間）を満たしている方についても就業奨励金、Ｕ・
Ｉターン奨励金、結婚祝金の交付が受けられます。

住宅取得奨励金

民間賃貸住宅入居奨励金

【交付対象要件】
●�吉備高原都市内分譲地またはハートフルタウン分譲地に新築（建築日から１年未満の未入居のものを
含む。）されたもの。
●延べ床面積が50平方メートル以上で、本町の固定資産税の課税対象のもの。
●対象住宅が併用住宅の場合は、住居部分の面積が延べ床面積の２分の１以上。
●対象住宅が共有名義の場合は、申請者の持分（連名申請は合計持分割合）が２分の１以上。
【交付対象者】
●固定資産税が最初に賦課された年の１月１日において申請者の年齢が50歳以下であること。
●平成26年１月１日から平成30年12月31日までに自らが居住するための住宅を取得した者。
【金　額】　基本額70万円
【申請期限】
●対象住宅に係る固定資産税が最初に賦課された年の４月１日から同年８月末日まで
※対象とならない場合
　・同居の親族及び姻族からの購入等の場合。
　・過去に住宅取得奨励金の交付を受けている場合。
　・公共工事等により、住宅移転に係る補償等がされている場合等。

【交付対象要件】
●町内に所在する民間賃貸住宅に入居した場合。
●�民間賃貸住宅の賃貸借契約日が平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に締結していること。
●民間賃貸住宅の賃貸借契約に基づく月額賃料（家賃）が月額３万円以上であること。
　※ただし、共益費、管理費及び駐車場使用料等は除きます。
【交付対象者】
●�申請時において、中学生以下の子どもを養育する親がいる子育て世帯、もしくは夫婦のいずれか一方
の年齢が40歳以下の新婚世帯（婚姻日から１年以内）であること。
【金　額】　月額　１万円（最長24ヶ月）
※対象とならない場合
　・生活保護法の規定による住宅扶助又は他の公的制度による家賃補助を受けている場合。
　・公的賃貸住宅、もしくは社宅、官舎、寮等の場合。
　・交付対象者又はその配偶者以外の者が家賃の支払をしている場合。
　・転勤等による一時的な賃貸である場合。
　・３親等以内の親族又は姻族が所有する民間賃貸住宅である場合。

就業奨励金

Ｕターン奨励金

Ｉターン奨励金

結婚祝金

【交付対象者】
●�本町に定住の意志を持って平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に就業した新規学卒者で
あること。
●申請年度の４月１日現在において、年齢が30歳以下であること。
●卒業後初めて町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業していること。
【金　額】　５万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
【申請期限】　事業所等へ就業した日から１年間

【交付対象者】
●�本町に定住の意志を持って平成27年４月１日から平成32年３月31日までに転入した者。
●町内または通勤可能な町外の事業所等に就業していること。
●申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること。
【金額等】　交付対象者のみの場合…３万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
　　　　 　交付対象者以外に同居者がいる場合…５万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
　　　 　　※転入日において中学生以下の子どもがいる場合は子１人につき３万円を加算
※対象とならない場合
　・転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入した場合。
【申請期限】　転入の日から１年間

【交付対象者】
●�本町に定住の意志を持って平成27年４月１日から平成32年３月31日までに転入した者。
●町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業していること。
●申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること。
【金額等】　交付対象者のみの場合…３万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
　　　　 　交付対象者以外に同居者がいる場合…５万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
　　　　　※転入日において中学生以下の子がいる場合は子１人につき３万円を加算
※対象とならない場合
　・転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入した場合。
【申請期限】　転入の日から１年間

【交付対象者】
●平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に婚姻した者。
●夫婦双方とも申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること。
●夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けていないこと。
【金額等】　夫婦１組につき５万円と「ロマン高原かよう総合会館主催事業」入場券の無料引換券
【申請期限】　婚姻の日から１年間

【お問い合わせ先】　定住促進課　定住促進班　☎０８６７－３４－１１１６

○�上記要件を満たした場合であっても、町税及び町納付金に滞納がある場合等は定住奨励金を交付することができません。
また、過去において吉備中央町定住促進条例及び吉備中央町夢のある町定住促進条例の規定による同種の定住奨励金の
交付を受けている場合についても交付することができません。
○就業奨励金、Ｕターン奨励金、Ｉターン奨励金はいずれか１度のみの交付となります。
○上記の奨励金によっては、重複しての交付が可能な場合もあります。
○詳細については、吉備中央町住みたいまち定住促進条例及び同施行規則によります。
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

空き家に関する各種補助制度がスタート
　人口の減少や高齢化が進展する中で「地域でお互いに協力していかに豊かに暮らせるか」が今後
の課題となっています。
　町では、空き家をまちの資源として有効活用することにより、景観の保全や人口の増加だけでな
く、まちづくりの新しい発想を生み出すなど、地域の今後の活性化を図りたいと考えています。

空き家リフォーム補助制度

空き家活用促進奨励金制度

【お問い合わせ先】　定住促進課　定住促進班　☎０８６７－３４－１１１６

　この制度は、空き家を購入または賃貸借した方を対象に住宅の改修に要する費用を助成するもの
です。

【補助対象者】
●５年以上賃貸または無償で使用させる空き家を所有する人（３親等内の賃貸等を除く）
●�５年以上暮らす見込みで空き家を購入もしくは賃貸または無償で使用する人（３親等内の売買・
賃貸等を除く）であって、次のいずれにも該当する人
　・本町に定住の意思をもって移住しようとする人または移住後６ケ月を経過しない人
　・町税等の滞納がない人
　・リフォームについて国、県または町の制度による補助を受けていない人

【補助対象事業及び助成額等】

　この制度は、空き家バンクに空き家を登録された方に対して奨励金を交付するものです。

【交付対象者】
●吉備中央町空き家バンクに空き家を登録した人
●登録された空き家の契約等が締結されたとき（３親等内の売買・賃貸等を除く）

【奨励金の種類及び額等】

補助対象事業 補　助　率 交付限度額

・�町内の建築事業者（個人事業主含む。）が対象工事の施工業者
であること。

・�空き家の購入または賃貸等の契約成立後、６ヶ月以内に発注
する工事であること。

・�空き家の居住の用に供する部分（店舗、倉庫等の用途に係る
ものを除く。）に関し機能回復のための修繕工事及び設備改修
のための改修工事であること。

・対象工事に要する経費が30万円以上であること。

改修工事経費の
10分の３以内 50万円

奨励金の種類 奨　励　金 交　付　基　準

空き家登録奨励金 １万円 空き家登録台帳に登録されたとき。
ただし、１回に限ります。

空き家成約奨励金 ３万円 空き家登録者が利用者と契約等を締結したとき。
ただし、１回に限ります。

山地災害の危険信号を見逃さないために
　あなたの家の近くに山地災害の恐れのある危険な個所がどこにあるかを知っておくことは、災害に備える
ためにとても大切です。
　日ごろから身近に危険な場所がないか事前に確認しておきましょう。
　山地災害が起こる場合、山の斜面や川の流れをよく観察してみると、多くの場合、事前に危険信号と思わ
れる変化がキャッチできます。
　例えば…

【避難先・危険個所についてのお問い合わせ先】
総務課�行政班　☎0866－54－1313　�建設課�農林土木班　☎0866－54－1319

もしも危険を
� 感じたら…

すぐ避難！
災害の危険がある場所へは近づかず、早め
に指定避難所へ避難しましょう！

すぐ通報！
災害が起こったらすぐに110番か119番に通
報しましょう！

　普段から周辺の山を自分の目で確認して、異変に備えておきましょう。
　また、家族や地域ぐるみで山くずれの恐れがある場所や避難場所について確認をしておきましょう。
　もし、いつもと違う状況を見かけたときは、災害を未然に防ぐため、建設課へ連絡をお願いします。

もしかして、上流で山くずれ
が発生？

もしかして、地すべりや山く
ずれの前ぶれ？

もしかして、山くずれの前ぶ
れ？

もしかして、地下水の流れが
変わり、地すべりの前ぶれ？

みんなで知ろう！胃がんリスク検診町　　民
公開講座

　今年度から新たに実施する「胃がんリスク（ABC）検診」について、皆さまに理解を深め、積極的
に検診を受診していただくことを目的に、公開講座を開催します。ぜひご参加ください。

　●開催日：平成27年６月10日（水）　19時～（受付18時30分開始）
　●場　所：吉備中央町農業振興センター　２階視聴覚室
　●講　演：「胃の病気とピロリ菌　～血液検査で胃の健康度がわかります～」
　　　　　　　講師　川崎医科大学消化管内科学　鎌田　智有 先生
　　　　　【情報提供】　「胃がんリスク検診（ABC 検診）について」　吉備中央町　保健課
　●お申し込み：６月１日までに保健課までお申し込みください。

胃がんリスク検診（ABC検診）とは
　血液検査によりピロリ菌感染の有無と胃の粘膜の
萎縮度を調べ、胃がんになりやすいかどうかの危険
度を分類する検査です。
※この検診は胃がんの危険度を調べるもの
　で胃がんを見つける検診ではありません。

講師プロフィール
　1963年広島県に生まれる。
山口大学医学部卒業後、広島
の病院を経て平成14年から川
崎医科大学に勤務。消化器が
ん検診、ヘリコバクター・ピ
ロリ菌などを専門とし、日本
消化器内視鏡学会賞等を受賞。

へそっぴー
ポイント
対象事業

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

　岡山県備前県民局農林水産事業部　森林企画課森林保全班� ☎ 086-233-9832
　農林課　林業振興班� ☎ 0866-54-1318連 絡 先

平成27年度  狩猟免許試験のお知らせ
　イノシシ、ヌートリア、サル、カラスなどの鳥獣による農作物被害が大きな問題となっています。
狩猟や有害鳥獣捕獲許可などにより有害鳥獣駆除活動を行い、安心して農業ができる環境を作りま
しょう。
　それにはまず、狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けることが必要です。狩猟免許試験受験希望
の方は、狩猟初心者講習会・狩猟免許試験が次の日程で実施されますので、お知らせいたします。
　なお、今年度、新規で狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けられる方には、初心者講習会受講料・
狩猟免許試験受験手数料を町が補助します。

■狩猟初心者講習会・・・受講料�4,000円
　次の期日に、岡山県猟友会主催の狩猟初心者講習会が開催されます。参加希望の方は各会場の開
催日の２日前までに、岡山県岡山地区猟友会事務局（☎086－233－9824）まで受講申込をお願
いします。

３．受験手続について
　受験希望者は、所定の狩猟免許申請書に必要事項を記入の上、次のものを添付し、試験日の10
日前までに受験しようとする場所を管轄する県民局へ提出してください。
①�銃砲刀剣類所持等取締法第４条第１項第１号の規定による許可を受けている方は許可証の写し、
許可を受けていない方は医師の診断書
②�縦3.0㎝×横2.4㎝の写真　１枚
　（�申請前６ヶ月以内に撮影した、無帽、正面、上三分身、無背景のもの、裏面に氏名、撮影年月
日を記入）

③返信用封筒（定型長形３号）　１通（郵便切手82円を貼り付け宛名および宛先を明記したもの）

※�狩猟免許申請書、医師の診断書、狩猟免許初心者講習会受講申込書は農林課または加茂川総合事
務所にもあります。

１．狩猟免許試験日および会場
期　　日 開始時刻 場　　　　　所

７月26日（日）

午前9：30

岡山市東区西大寺南1－2－3
　西大寺緑化公園体験学習施設百花プラザ� ☎086－944－8716

８月11日（火） 倉敷市真備町箭田40－1
　マービーふれあいセンター� ☎086－698－9111

９月10日（木） 津山市大田920
　グリーンヒルズ津山　リージョンセンター� ☎0868－27－7150

２．受験手数料
新規受験者 既に他の種類の免許取得者
5,200 円 3,900 円

期　　日 場　　　　　所
７月18日（土） 岡山市東区西大寺南1－2－3　西大寺緑化公園体験学習施設百花プラザ� ☎086－944－8716

８月１日（土） 倉敷市真備町箭田40－1　　　マービーふれあいセンター� ☎086－698－9111

９月６日（日） 津山市大田920　　　　　　　グリーンヒルズ津山�リージョンセンター� ☎0868－27－7150
※いずれも受講予定時間は、午前９時～午後４時
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　こんにちは！　地域おこし協力隊の井上ゆき美です。
　気持ちのよい新緑の季節から、そろそろ梅雨入りしそうな気配を感じる今日この頃。皆様
いかがお過ごしですか？

　さて！今回は私の取り組みに関して紹介させてください。

　赴任してからずっと感じていること、それは、この吉備中央町の日常の風景が本当に美しいと
いうことです。

　目の前に広がる田んぼや、トラック１台がようやく通れるような農道、雨がふると鳴き続ける
カエルの声など、ずっと町に住む方にとっては、日常風景かもしれませんが、街から来た私にとっ
ては、非日常風景で、この光景こそがこの町の財産だと信じています。そこで、この日常風景を
地域資源として、町づくりを行う「田舎の日常美プロジェクト」を立ち上げました。
　そして、その第１弾の取り組みとして、皆さんが日々の暮
らしの中で使っている道を歩き、この町の日常を少し覗き見
することができるような散策路（フットパス）のモデルコー
スを作ってみました。このモデルコースを
マップにし、町内、近隣の市町村のお店や東
京の鳥取岡山館など様々な場所に配布し、若
い世代の交流人口が増えるような活動に繋げ
ていきたいと思っています。

【お問い合わせ先】　地域おこし協力隊　田舎の日常美プロジェクト　井上　�KIBI@post.jp
　☎0866－54－1325　　　　　　　　　　　　　　

▲フットパスマップ

▲ Facebook ＱＲコード

図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

６月号

出会いの
号

扉
2015年 ６月の休館日

１日　８日
15日　21日
22日　29日

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

あるひぼくはかみさまと キティ・クローザー／講談社 か

りすでんわ 高橋和枝／白泉社 か

ペンギンきょうだい�バスのたび 工藤ノリコ／ブロンズ新社 ロ

りゆうがあります ヨシタケシンスケ／ PHP研究所 ロ

児　

童　

書

虫ロボのぼうけん�１・２ 吉野万里子／理論社 か

子供も大人も夢中になる発明入門 誠文堂新光社 か

動物の見ている世界 ギヨーム・デュプラ／創元社 ロ

ふき 斎藤隆介／岩崎書店 ロ

一
般
実
用
書

顔を忘れるフツーの人、瞬時に覚える一流の人 山口真美／中央公論新社 か

瀬戸内海モダニズム周遊 橋爪紳也／芸術新聞社 か

○と×で良く分かる�花の撮影術 田ノ岡哲哉／日本カメラ社 ロ

イスラーム国の衝撃 池内恵／文藝春秋 ロ

一
般
読
み
物

有頂天家族�二代目の帰朝 森見登美彦／幻冬舎 か

指の骨 高橋弘希／新潮社 か

透明カメレオン 道尾秀介／メディアファクトリー ロ

ゆるい生活 群ようこ／朝日新聞出版 ロ

児童書

一般書

『りゆうがあります』

『顔を忘れるフツーの人、
� 瞬時に覚える一流の人』

　道に落ちているものを何
でも拾ってきちゃうのは、
宇宙船の修理に使えそうな
部品を探すため！？ついつ
いやっちゃう「くせ」をお
母さんにしかられるたび、
ぼくはユーモラスないいわ
けを考えます。でも、そう
いうお母さんにだって…！

　人の顔が覚えられない…と
いう方、いませんか？顔を覚
える能力は、仕事や人間関係
に役立ちます。さらに人の顔
を見たときに働く脳のメカニ
ズムを知れば、自分の顔を「よ
い印象を与える顔」にしてし
まうことも可能。面白い「顔
学」入門の本。

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
� 　　　　　　　　　　　　��　午前10時30分～10時50分

　　　11日（木）かもがわ図書館

　　　25日（木）ロマン高原かよう図書館

体験！ブッククラブ
毎月第３土曜日

第 2回 ６月20日（土）午後２時～３時
ロマン高原かよう図書館

『魔法の庭』で、ハーブのティーパーティー
●おはなし＊ハーブソムリエ　サタケさん
持ってくるもの：ハーブやお花の本
　　　　　　　　100円（ハーブティー代ほか）

こどもだけで…親子で…
大人の方もどうぞ…

申し込み必要！
しめ切り

６月13日（土）

お
は
な
し
隊
の
バ
ス

�

（
講
談
社
）

　★６月 14日（日）
　　　10：30～ 11：35
　★かもがわ図書館

おみやげもあります！

［本とあそぼう おはなし隊］が
やってくる！

「激動の幕末を生きた
� 吉田松陰と妹文

ふみ
」

◆７月５日（日）　13：30～
◆ロマン高原かよう図書館
　講師　松前�俊洋�氏

ドラマで上映中！
幕末維新の時代背景を
わかりやすく…。

どちらも参加無料

詳しくは、広報紙６月号チラシをご覧ください。

ニッポン
おもしろ歴史塾

※すべてへそっぴーポイント対象事業

　また、田舎の日常美プロジェクトの Facebook ページを作成
しました。イベント情報の発信、定点観測写真の掲載、町の人・
場所・もの紹介をしていきたいと考えています。ページを覗
いてみていただけると嬉しいです。「いいね！」を押していた
だけると尚嬉しいです！

お知らせ

★☆「わたしのすきなみち」募集！☆★
　今後、今回つくったようなフットパスのコースを作成していきたいと考えています。この道
から見える景色がキレイ、この道を歩いてると気持ち良くて好き…など、町の皆さんが「すき
なみち」「いいみち」を是非教えてください！　そして、一緒にマップ作りをしてみませんか？
　ご興味がある方、ぜひご連絡ください。どうぞ、よろしくおねがいします！！

司書が選ぶ

この一冊
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岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
26
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
野の

瀬せ

　
桃も
も

佳か

さ
ん
の
「
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「私のおばあちゃん」
加賀中学校　２年

野
の

瀬
せ

　桃
もも

佳
か
さん

　

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、私
を
生
ま
れ
た
頃
か
ら
可
愛
が
っ

て
く
れ
て
い
る
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
私
は
、
昔

か
ら
手
の
か
か
ら
な
い
子
だ
っ
た
ら
し
く
、
小
さ
い
頃
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

事
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
今
で
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
で
飼
っ
て
い
た
犬
と
、
公
園
に
行
っ
て
遊
ん
だ

り
、
遊
園
地
に
行
っ
た
り
、
石
づ
ち
山
に
も
毎
年
の
よ
う
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
時
に
は
、
た
た
み
の
掃
除
機
の
か
け
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

「
た
た
み
は
な
、
目
と
違
う
方
向
に
掃
除
機
を
か
け
る
と
い

た
む
か
ら
、
目
の
方
向
に
向
け
て
掃
除
機
は
か
け
る
ん
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
買
い
物
を
し
た
時
に
な

ぜ
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
う
か
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
私
が
家
で

犬
を
飼
っ
て
い
た
時
は
、
犬
に
つ
い
て
、
病
気
の
事
な
ど
も

教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

ち
ゃ
ん
と
守
る
と
い
う
事
は
厳
し
く
教
わ
り
ま
し
た
。
食
事

中
に
ひ
じ
を
つ
い
た
り
、
ひ
ざ
を
立
て
た
り
、
片
手
で
食
べ

た
り
す
る
と
、
と
っ
て
も
厳
し
く
注
意
し
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
昔
か
ら
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
い
た
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
な
ん
で
そ
ん
な
に
、
行
儀
悪
い
こ
と
し
た
ら
怒
る
ん
。」

と
聞
く
と
、

「
桃
に
は
な
、
常
識
が
あ
っ
て
、
人
の
気
持
ち
が
考
え
ら
れ

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
よ
。
食
べ
物
っ
て
、
行
儀
の
悪

い
食
べ
方
を
す
る
と
、
お
い
し
い
物
も
お
い
し
く
な
さ
そ
う

に
見
え
て
、
作
っ
た
人
も
が
っ
か
り
す
る
と
思
う
か
ら
よ
。

人
の
気
持
ち
も
考
え
て
、
行
儀
よ
く
食
べ
て
ほ
し
ん
よ
。」

　

私
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
を
し
っ

か
り
と
覚
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

言
葉
は
正
し
く
て
、
力
が
あ
っ
て
、
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
小
学
校
で
み
ん
な
が

手
を
あ
げ
な
か
っ
た
係
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

給
食
中
も
行
儀
よ
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
先
生
に
も
、
お
母
さ
ん
に
も
ほ
め
ら
れ
て
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

私
は
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
て
、
行
動
が
遅
く
て
気
の
利
か

な
い
性
格
で
す
。
そ
ん
な
私
を
、

「
桃
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
が
え
え
ん
じ
ゃ
が
！
」

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
私
は
そ
の
言
葉
に
、
そ
れ

で
い
い
ん
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
い
く
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
に
や
け
に

頼
み
ご
と
を
し
ま
す
。頼
む
ペ
ー
ス
も
速
い
し
、量
も
多
く
て
、

「
私
は
出
来
ん
の
に
。」
と
か
、

「
つ
か
れ
た
ー
。
な
ん
で
私
ば
っ
か
り
な
ん
じ
ゃ
ろ
。」

と
文
句
や
疑
問
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と
言
っ
て
、
自
分
の
マ
イ
ペ
ー

ス
で
の
ん
び
り
し
た
性
格
を
都
合
の
よ
い
よ
う
に
使
っ
て
い

ま
し
た
。

　

で
も
、な
ん
で
私
ば
か
り
な
の
か
と
考
え
ま
し
た
。最
初
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
忙
し
い
し
、
私
が
兄
弟
で
も
一
番
上
だ
か

ら
、
頼
む
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
私
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
わ
ざ
と
頼
み
ご
と
を
し

た
り
早
く
指
示
し
た
り
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
、

自
分
に
甘
い
ん
だ
な
と
気
付
き
ま
し
た
。

「
桃
が
、
将
来
社
会
に
出
て
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
自

分
が
困
ら
ん
よ
う
に
、
今
の
う
ち
に
パ
ッ
と
動
け
る
よ
う
に

な
っ
と
か
ん
と
、
桃
が
苦
し
く
な
る
で
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
や
っ
て
、
い
つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
切
な
事
を
私

に
教
え
て
く
れ
て
、
私
の
為
に
…
と
考
え
て
く
れ
る
、
大
切

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
私
を
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の
も
、
今
な
ら
私
に
小
さ
い
頃
か
ら
い

ろ
ん
な
経
験
を
積
ま
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
私
は
、
今
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

い
つ
も
い
つ
も
、
私
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
事
を
教
え

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
く
れ
た
言
葉
や
経

験
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
好
き
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、
ず
っ
と
ず
っ
と
見
守
っ
て
、
大
切
に
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
お

か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
当

日
、
車
い
す
使
用
の
身
体
に
障
害
が
あ
る
方

を
県
庁
舎
へ
招
待
し
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
１
日
㈯

【
場
所
】
県
庁
９
階
大
会
議
室

【
対
象
】

　

�

県
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
車
い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
。

【
定
員
】
30
人
（
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
）

【
申
込
】
所
定
の
応
募
用
紙
・
電
子
申
請
で

【
期
間
】
６
月
15
日
㈪
～
７
月
10
日
㈮

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

障
害
福
祉
課　

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
６
２

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
27
年
度
６
月
、
自
衛

官
候
補
生
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

【
応
募
種
目
】

　

自
衛
官
候
補
生　

男
子
（
任
期
制
）

【�

応
募
資
格
】採
用
予
定
の
月
の
１
日
現
在
で
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す

る
者
で
、
か
つ
自
衛
隊
法
（
昭
和
29
年
法

律
第
１
６
５
号
）
第
38
条
第
１
項
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者
と
す
る
。

【
採
用
予
定
月
】

　

�

平
成
27
年
７
月
上
旬
か
ら
同
年
9
月
上
旬

ま
で
の
間
、
ま
た
は
、
平
成
28
年
３
月
下

旬
か
ら
同
年
4
月
の
間

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
４
月
13
日
㈪
～
６
月
16
日
㈫

【
試
験
日
】

　

平
成
27
年
６
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

【�

試
験
場
】
岡
山
第
２
合
同
庁
舎
（
岡
山
市

北
区
下
石
井
）
お
よ
び
、
陸
上
自
衛
隊
三

軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

【�

そ
の
他
】
現
に
高
校
在
学
中
の
者
は
受
験

不
可（
就
職
活
動
解
禁
日
以
降
に
募
集
予
定
）

※�

詳
細
や
、
詳
し
い
資
料
等
を
ご
希
望
の
方

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　
　

�http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

okayam
a/

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
、

ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
資
格
】

１�　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
（
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に

卒
業
し
た
者
が
該
当
）
及
び
平
成
28
年
３

月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

２�　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】
高
校
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

�http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

○
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
お
申
し
込
み

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き
な
い
場
合

は
、
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院

地
方
事
務
局
に
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
申

込
書
を
提
出

（�

注
）
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全

国
の
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

�

納
涼
花
火
大
会
」

�

身
体
に
障
害
が
あ
る
方
を
県
庁
へ
ご
招
待

募　

集

税
務
職
員
募
集

　

平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
９
時
～
７
月
１
日
㈬

※�

７
月
１
日
㈬
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受
信

完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
～
６
月
24
日
㈬

※
６
月
24
日
㈬
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

【
第
１
次
試
験
】

○
試
験
日　

平
成
27
年
９
月
６
日
㈰

○�

試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・
松
江
市
・
岡
山

市
・
広
島
市
・
山
口
市

○�

試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・

作
文
試
験

【
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
】

　

平
成
27
年
10
月
８
日
㈭

【
第
２
次
試
験
】

○�

試
験
日　

平
成
27
年
10
月
14
日
㈬
か
ら
10

月
23
日
㈮
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

○�

試
験
地　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
に
併
せ

て
通
知

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

【
最
終
合
格
発
表
日
】

　

平
成
27
年
11
月
17
日
㈫

【�

受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、

お
問
い
合
わ
せ
先
】
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おめ

でとう満1歳
便

赤
木　

彰
仁
ち
ゃ
ん
（
粟
井
谷
）

あ
か
ぎ
　

あ
き
ひ
と

平成26年６月30日生まれ

お姉ちゃんと仲良く、元気に
すくすく大きくなあれ☆

山
本　

凱
瑛
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

や
ま
も
と　

か
い
え
い

平成26年６月20日生まれ

「かわいい笑顔をありがとう
お兄ちゃん達とすくすく大きく
なってね」　　　　父、母より

中
村　

圭
志
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

な
か
む
ら

け
い
し

平成26年６月20日生まれ

お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲良く
ね。元気に大きくなあれ！ 

難
波　

暖
真
ち
ゃ
ん
（
北
）

な
ん
ば　

は
る
ま

平成26年６月11日生まれ

はるくん。１歳おめでとう。
みんなと一緒に元気に大きく
なぁれ！
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☎0866－56－6027（代表 井坂忠男）内容や参加についてのお問い合わせ先

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

　本年度４月にオープンしたEnglish Café, Kibikougenの会場が都合により変更となりました。
　内容を大幅に改善し４月28日から場所を自宅に移し再オープンしました。
　皆さま、ぜひご参加ください。

参加申込 事前に人数を把握する必要がありますので、開催日の２日前までに下記のお問い合わせ先にご連絡く
ださい。

活動内容

1回につき300円、最終週は特製手作りピザ付500円参 加 費

できるだけ、英語で考え、質問し、会話を行います。ル ー ル

毎週火曜日　午後５時30分～午後７時
※最終週の火曜日は午後５時30分～午後８時
※休日の場合は開催中止となります。

日　　時

English Café, Kibikougen（イングリッシュカフェ吉備高原）団 体 名

湯山１２８０－１３３（代表井坂忠男自宅）場　　所

コーヒーを飲みながら、本場の英語を聞き、真似をしながら、英会話の練習を行います。
また、最終週のカフェでは、米国の翻訳家や海外で生活経験のある方々にゲストとして参加していた
だく予定です。手作りピザを食べながら、みんなで英会話を楽しみませんか？

The English Café has reopened ! !

上竹荘公民館主催講座

「あそびにおいでよ！ＡＢＣ」、「英語でうたって♪あそぼう」開催！！
　４月18日、上竹荘公民館で、４歳から10歳までが対象の英会話教室「あそ
びにおいでよABC」、０歳～３歳児までが対象の「英語でうたって♪あそぼう」
を開催しました。
　これは、子どもたちが楽しみながら単語を覚えたり、英語の正しい発音や
リズムに親しむことを目的に開催しているものです。
　「あそびにおいでよ！ABC」では、総社市のALT講師であるグリスピー・
ジョン先生とビンゴゲームを楽しみながら、子どもたちは乗り物などの単語
を覚えたり、英語であいさつを行いました。
　「英語でうたって♪あそぼう」には地域おこし協力隊の井上ゆき美さんを講
師に町内の親子12名が参加。英語の歌に合わせて運動したりしながら英語に
触れるとともに、参加者同士交流を深めました。
　なお、この英会話教室は、毎月第３土曜日に開催しています。興味がある
方はぜひご参加ください。
教室名 あそびにおいでよABC 英語でうたって♪あそぼう

対　象 ４歳から10歳 ０～３歳児対象

開催日時 毎月第３土曜　午前10時から11時
会　場 上竹荘公民館　大ホール 上竹荘公民館　講義室
参加費 ５００円 ２００円
持参品 色鉛筆またはクレパス、手ふき 水分補給の飲み物

※お申し込みは随時受け付けています。日時を確認の上、お申し込みください。
※へそっぴーポイント対象事業

【お問い合わせ先】上竹荘公民館　☎０８６６－５４－１７８４



フォト
トピックス イベント情報

●イベント内容

●主催／社会福祉法人 吉備の里

●お問い合わせ先 社会福祉法人 吉備の里 ☎0866-56-8216

吉備の里ふるさとまつり開催
日時／平成27年6月7日（日）10：00～14：30（雨天決行）
場所／社会福祉法人 吉備の里（吉備中央町上野2320－10）

※駐車場あり

第32回

　今回のお祭りは、高梁市を代表するダンスチ－ム「ミンティア」さんをはじめ、岡
山のお笑い集団★ニャンテッドファミリ－（京極さん＆るもんさん）さんをお招きし
て、素敵なパフォ－マンスショ－を予定しております。
　その他、恒例イベントである竹パン作り、バル－ンア－ト、バザ－販売、似顔絵
コ－ナ－等、多数のブ－スをご用意しております。
　最後には大抽選会として、吉備中央町の特産品をはじめ、多数の豪華景品を取り揃
え、皆様のご来場を心よりお待ちしています。

ダンスチ－ム「ミンティア」さん来場

ニャンテッドファミリ－
　　　（京極さん、るもんさん）来場
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
号
の
表
紙
は
御
北
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
、
御
北
め
ば
え
大
学
の

写
真
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
通

じ
て
、
親
子
で
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
し

た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
の
フ
ォ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

掲
載
し
た
、
福
沢
で
の
カ
タ
ク
リ
祭

り
の
取
材
も
今
年
で
３
回
目
。

　
こ
の
行
事
は
、
こ
じ
ん
ま
り
と
は

し
て
い
な
が
ら
も
、
地
域
に
住
む
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な

で
参
加
し
協
力
し
な
が
ら
、
笑
顔
に

な
っ
て
楽
し
む
と
い
う
、
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る
お
祭
り

で
す
。

　
毎
年
、
地
域
の
人
た
ち
の
温
か
さ

に
触
れ
、
取
材
が
楽
し
み
な
お
祭
り

で
す
。
今
年
も
取
材
と
は
言
い
つ
つ

も
、
自
身
も
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ご
近
所
付
き
合
い
や
地
域
の
関
係

が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
祭

り
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
地
域
で

は
ど
う
だ
ろ
う
と
問
い
な
が
ら
、
あ

ら
た
め
て
地
域
の
団
結
力
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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石
井

フォト
トピックス

　御北公民館めばえ大学
　４月22日、御北公民館で御北めばえ大学～にこにこ広場～（主催＝御北公民館）が開催されました。
　これは、音楽を通して、子どもの集中力・創造力・思考力、そして美しいものに素直に感動できる心を育むこ
とを目的に本年度から開催されているもので、町内から未就園児とその保護者12名が参加しました。
　めばえ大学では、リトミック（音楽を使って身体的、感覚的、知的に優れた子どもの育成を図ること）講師の
柏
かし

原
はら

京
きょうこ

子さんによるピアノ演奏を交え運動をしたり、歌を歌ったりしながら交流を深めていました。

　かたくり祭り
　４月11日、かたくりの花の群生地として知られる福沢東の大国主神社周辺
で、福沢住民会主催による「かたくり祭り」が開催されました。当日は、透明
感のある美しい薄紫色の花を一目見ようと、町内外からおよそ150名が来場。
花をのぞき込んで見たり、写真を撮ったりしながら、春の訪れを感じていまし 
た。
　また、住民会の皆さんによるうどん、つきたての草餅の販売、ミニゲームや

ビンゴゲーム大会なども行われ、来場者はかたくりの花を眺めながら、春のひとときを楽しみました。


